


令和５年度 
家庭科被服製作技術検定新４級プレコンクール募集要項 

１ 主催 

  公益財団法人全国高等学校家庭科教育振興会 

全国高等学校長協会家庭部会 家庭科技術検定調査研究委員会 

２ 目的 

令和６年度から新内容で実施する全国高等学校家庭科被服製作技術検定４級について周知するとともに、

生徒の創意工夫する意欲を引き出し、主体的に製作に取り組む態度を培うことを目的とする。 

３ 応募資格          

高等学校等（特別支援学校や指定技能教育施設を含む）の生徒。 

４ 募集要領 

（１）部門及びテーマ 

   「技術・技能※」「伝統文化継承」「SDGs」「デザイン」の４部門とし、テーマは自由に設定。 
    注）「技術・技能」は装飾を含めた全体的な技術・技能。 

（２）募集作品規定 

  ・被服製作技術検定新４級に準じた作品（裏面にポケット口のあるポケットティッシュケース）とする。 

  ・用布・糸・ボタン・その他の材料は自由。 

  ・「並縫い」「まつり縫い」「ボタン付け」は必ず入れ、「半返し縫い」は入れなくてもよい。 

  ・仕上がりの大きさは、９㎝×12㎝程度とする。 

参考型紙は、当振興会Webサイト（http://www.katei-ed.or.jp/）からダウンロード可。 

  ・キャラクタ―などの著作権を侵害しないものとする。 

（３）応募方法 

  ・生徒は、応募用紙（生徒用）に記入し、作品の写真を添付して、学校を通して応募する。 

・学校は、応募用紙（学校用）に記入し、生徒の応募用紙をまとめて送付する。 

  ・一次選考通過者は、本会からの通知を受けたのち、学校を通して作品を送付する。 

５ 選考規準 

（１）一次選考（書類選考） 

  ・部門に即した材料や技法が効果的に用いられているか。［知識・技能］［思考・判断・表現］ 

  ・応募用紙に作品製作の意図や意欲が適切に表現されているか。 

［思考・判断・表現］［主体的に学習に取り組む態度］ 

  ・部門に対する知識や理解を主体的に深めようとしたか。［主体的に学習に取り組む態度］ 

（２）二次選考（作品選考） 

  ・「並縫い」「まつり縫い」「ボタン付け」が適切にできているか。［知識・技能］ 

  ・部門やテーマに沿った作品になっているか。［思考・判断・表現］ 

  ・仕上げが丁寧で、機能性のある作品か。［知識・技能］［主体的に学習に取り組む態度］ 

６ 選考委員及び選考結果発表（予定） 

（１）一次選考  家庭科技術検定本部委員長（校長）４名、令和５年10月 

（２）二次選考  技術検定監修（名誉教授等）２名、家庭科技術検定本部委員長４名、令和５年12月 

７ 賞 

 ・個人賞：「最優秀賞」各部門１点、「優秀賞」各部門２点、学校賞１～２校 

 ・入賞者及び学校賞校には、賞状及び記念品を贈呈する。 

 ・入賞者の作品は、令和６年５月開催の家庭科技術検定全国専門委員会において展示した後に返却する。 

８ 募集締切 

  令和５年９月29日（金）必着 

９ 送付先・問合せ先 

〒102-0071 東京都千代田区富士見一丁目５ー６  

公益財団法人 全国高等学校家庭科教育振興会 「プレコンクール」係 

Tel 03-3261-0617  FAX 03-3288-1670  E-mail: katei-ed@katei-ed.or.jp 



令和５年度 家庭科被服製作技術検定新４級プレコンクール応募用紙（学校用） 
 

学 校 名 学校       

所 在 地 
都道府県名 〒 

フリガナ 

担当者名 

 

連 絡 先 
TEL 

E-mail 

学校概要 
設置学科に○ 

１ 普通科  ２ 家庭に関する専門学科  ３ 総合学科  ４ その他（        ） 

応募点数 

◆総点数     点 

◆部門別点数 （ ）内に点数を記入してください。 

技術・技能（  ） 伝統文化継承（  ） SDGs（  ） デザイン（  ） 

 

 

 

 

 

○今後の参考にしたいので、以下についてお答えください。なお、選考には関係しません。（該当番号に○、複数可） 

応募対象生徒 １ 授業対象生徒全員（科目名      ）  ２ 関係部活動生徒  ３ 希望生徒 

作品製作時間 １ 一部授業時間 ２ 放課後等授業外 ３ 家庭での課題 ４ その他（        ） 

コンクール応募 

に当たっての 

生徒の様子や

感想など 

 

１ 生徒に創意工夫する姿勢がみられた。 

２ 生徒は作品製作のために調べたり、家族等に聞いたりして、主体的に取り組んでいた。 

３ 作品製作のために生徒間や地域の方々などとのコミュニケ―ションが多くみられた。 

４ 生徒は作品製作に楽しく取り組んでいた。 

５ 生徒の衣服の手入れや製作に必要な基礎的・基本的な技能の不足を改めて実感した。 

６ 教師の負担が大きいと感じた。 

７ その他（                                  ） 

 



令和５年度 家庭科被服製作技術検定新４級プレコンクール応募用紙（生徒用） 

応募部門 
(該当番号に○) 

１ 技術・技能   ２ 伝統文化継承   ３ SDGs   ４ デザイン 

 

氏
フリ

 名
ガナ

  学校名等 
学校 

科    年 

部門選択の

理 由                    
 

作品テーマ  

使用材料  

製作方法 
(該当番号に○) 

１ 手縫いのみ ２ 手縫いとミシン縫い ３ その他の技法（              ） 

本作品製作に 
要した時間 

約      時間 経  費 約       円 

作品自己PR 

＜作品製作に当たって調べたことや準備したこと＞ 

＜作品製作に込めた思いや工夫したこと＞ 

＜作品製作で苦労したこと＞ 

作品の写真（カラー）※画像データの貼付け又はプリントしたものを貼ってもよい 

［表］ ［裏］ 


